
 

 

 

 

 

 このところ、新型コロナウイルス、新型ワクチン、 

新しい働き方、新内閣、 そして、何と言っても新米

の時期到来！ と、新、新、新！が続きます。 

鳥アドも、新事務局長と新川事務局長補佐の新・新

コンビで新しいスタートです！ 

 というわけで、今回のテーマは「新‼」 

 

 

～ 新・新コンビでのバトンタッチ ～ 

 

     鳥取県青少年育成アドバイザー協議会  

事務局長補佐       

新川 裕二 

 

  長きにわたり事務局長をさせていただき、県内の事

業はもちろん、中四国・全日本関係の諸行事に何度も

参加させていただき、多くの学びと知り合いができまし

た。 

 このご縁を頂いた、高橋元会長、山本前会長、西浦

会長はじめアド会員の皆様に、心から感謝申し上げま

す。 

 振り返れば、私自身、アド協議会のために貢献できた

かどうか、不安ですが、私にとって、大事な宝物を頂い

たと思います。新事務局長の補佐として、今後もお手伝

いをさせていただきますので、よろしくお願いします。 

「青少年の灯よ、いつまでも！」（♪東京の灯よいつまで

も♪？？） 

「子どもたちの笑顔あふれる、地域や鳥取・世界に！」 

したいものです。 

 さて、次の新（しん）事務局長は、皆さんもご存じの新

（あたらし）勝彦さんです。 

新さんは、私の以前勤務していた羽合小学校の開校時

から PTA としてたくさん助けていただきました。また、小

学校の応援団として、プランターへの鉢植えや運動会

や卒業式の車の整理、東郷池一斉清掃への参加等

「ホエホエ隊」のリーダーとして活動しておられます。 

 

 

 

 

 

今でも、１０数年来の仲間やそこで育った子ども達が 

OB・OG として、その活動に参加しています。 

まさに、新さんの人柄とバイタリティーが、多くの人をひ

きつけているといえるでしょう。 

現在の羽合小学校の学校運営委協議会のメンバーとし

て、私も新さんと新会計の松原さんとも一緒に活動させ

ていただいています。 

 まだまだ、語れば、夜を徹して話さなければならない

ほど、在りますが・・・。 

そんな、新事務局長です。まさに青少年育成のために

生まれてきた人です。是非ご期待ください。（まるで、衆

議院議員選挙の応援演説のようになってきました） み

んなで、西浦会長のもと、鳥取県青少年育成アドバイザ

ー協議会をさらに盛り上げ、楽しく、ためになる会にして

いきましょう。 

 

 

 

～ 新事務局長を引き受けるにあたって ～ 

 

        鳥取県青少年育成アドバイザー協議会  

事務局長   

新 勝彦 

 

この度、令和 3 年度総会におきまして新事務局長に

なりました、 新
あたらし

 勝彦
かつひこ

です。前事務局長の新川事務局

長と合わせると、新川前事務局長から新しく引き継いだ、

新事務局長・新 勝彦となります。（ややこしい！！） 

新川前事務局長さんのような会の運営ができるのか心

配ですが、つきなみですが一生懸命務めますのでよろ

しくお願いします。 

新川前事務局長さんから話をもらったとき、正直びっ

くりしました。会に参加させてもらってまだ３年目を迎え

た、まだまだ組織の内容も熟知していない状態ですが、

新川さんの受けておられる仕事の数を見ましたら（用紙

両面にびっしり）断る理由が無くなってしまいました。
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（少々笑いました。）私も、自治会の副会長来年は、自

治会長です。新川さんは、今年度自治会長です。小中

学校学校運営協議会では、私が中学校の会長（今年

度から）新川さんは、小学校 2期目の会長です。その他、

倉吉地区青少年健全育成補導員等連絡会・羽合支部

長（新川さんからの引継ぎ）、湯梨浜町民会議育成部

長（新川さんは、研修部長）、民生・児童委員、わかとり

科学育成会実行委員、中部子ども科学祭り実行委員、

ＭＣＣお世話係、ホエホエ隊お世話係他、頭の中が飽

和状態で何が何だかわからない状態です。（苦笑） 

本当に新川前事務局様にできるか心配なところはあり

ますが、山本顧問さんから、本人の「熱意」と「やる気」

だと力強いエールをいただいております。色々と不慣れ

なものでご迷惑、ご心配をおかけするとは思いますが、 

「熱意」と「やる気」だけはあります。何か、決意表明のよ

うなあいさつ文で申し訳ないのですが、皆様におかれま

しては、新型コロナウィルス感染に注意されて出来るこ

とからやっていきましょう。  

 また、皆様の普段の活動の様子を聞かせていただい

て、私自身のカンフル剤にしていけたらと思っています。

よろしくお願いします。 

                 

 

R３年度第１回研修会が開催され、各会員の 

活動状況や活動の仕方・活動の思いなどが話し合

われました。 

    

 

 

 

 

 

 

また、令和３年度 全日本青少年育成アドバイザー

連合会 会長表彰を受賞された西上洋治さんの授

賞式が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 温故創新 ～ 

 

鳥取県青少年育成アドバイザー協議会 

                         顧問  

山本邦彦（法名邦道） 

 

古きを尋ねて新しきを知る、という諺がある。「温故

知新」だ。私は、現在は全て過去の積み上げであり、過

去から繋がっていると思っている。石段のように、一段

一段積み重なって上っており、それを飛び越えて「現在」

があるとは思わない。これは、私達青少年育成アドバイ

ザーが養成講座で、一番重要な課題として学習した

「発達課題」と同じである。乳児期に「信頼感」を獲得で

きないのに、幼児期に「自立感」を持つことはできない

のと、同じである。私たちの育成運動にも、歴史があり、

何故アドバイザーが生まれ、何を目指して組織化し、ど

んな努力を重ねてきたのか、これを抜きにして現在を

語ることはできない。過去を土台にして、現在の問題

点・課題を考え、その改善策を工夫し、より良き前進の

為に、新しきを創造してゆく。これが歴史をつくり、運動

を発展させる力となる。 

組織は何故作るかと言えば「一人ではできないことを

実現するために力を合わせる為である」。組織の役員

が変わったからと言って、この理は、忘れてはならない。 

その為、①我らが目指すべきは何か。②問題点は何

処にあるか③それを解決する為に、何をどのようにすれ

ばよいか。④アド個々の力をどのようにすれば合わせら

れるか。いつもアド一人ひとりが心しておかなければな

らない。 

西浦会長ができ、今年、新事務局長が誕生した。更

に、長年尽力して大きな功績を残された八村県民会議

会長も山本新会長となった。新しい躍進の時を迎えて、

国民会議の創設者であり、アドバイザーを誕生させた

私の生涯の師である末次一郎先生の言葉を思い起こ

し、師の書を添えて、アド同志の奮起を念じてやまない。 

 

Ｒ３,10, 23 倉吉文化体育会館にて 



 

 
R３年度鳥アド連 会費納入のお願い  

今年度会費未納の方は下記の口座に振り込み下さい。 

  ゆうちょ銀行 

  鳥取県青少年育成アドバイザー協議会 

  【店名】 五二八（読み ゴニハチ） 

  【店番】 ５２８ 

  【普通預金】   【口座番号】 １１０９０３４ 

         ～ 編集後記 ～ 

今年の十五夜お月さまは大きくきれいで、月あかりはとても

まぶしく、よく晴れた夜でした。 

この日、わが家恒例のお月見をしました。お団子と秋の 

草花をお供えし、角があるものはお月さまに申しわけないので

丸いものばかりの「まん丸料理」を並べて二階の窓を全開に

し、時を待ちます。（毎年、待てなくて食べ始めてしまいます） 

もう子どもたちはとっくに巣立ってしまっているので、舅・姑と

私たち夫婦（年寄りばかり）のお月見です。写メを子どもたちに

送信したら、直ぐさま「するどい指摘メール」が返ってきました。 

きっと写メを拡大して観察？したのでしょうか…「今年はまん丸

料理にギザギザのお星さまが混じってるね！」と。 

ミートボールやミニトマト、輪切りにした茄子や人参やお芋の煮

物の中に、輪切りにしたオクラが混在…。あら、見つかってし

まった！ ので、「お月さんの横には星が付きものよ」と反撃し

ておきました。 

ところで、「今年は８年ぶりに中秋の名月と満月が重なる、 

スーパームーン」とのマスコミ情報どおりの夜でした。 

しかし…、このおせっかいな？情報を知らずにお月さまを眺め

たかった、今日のお月さまを見て初めて「そうだったのか」と感

動したかった、と思ってしまうのは、あまのじゃくな私の性分な

のでしょうか。こんな言葉が浮かびます。 

見テ 知リソ 知リテ ナ見ソ （柳宗悦 画文集 心偈 より） 

『まず見よ、かくて知れ』 知ってから見ると、見方は「知」に邪

魔されて、純にみられなくなる。「見」を「知」でさまたげてはな

らないということらしいです。 

そういえば、先入観を持って物事や人を見てはならないと

小さい頃教えられた気がします。 

常に 「新しい目」を持ち続けていたい、と思います。 

   ばばのばプロジェクトって？ 

令和３年度に鳥取大学に入学した大学生４人に

より始められたもので、「昨今失われつつある人と

のつながりを再発見しよう！」という目的のもと、

駄菓子屋の運営やイベントの企画などを通して活

動しています。 

「ばばのば」という名前の由来は、活動拠点であ

る「馬場町」に「集いの場を作る」のキーワードを

掛け合わせて名づけられました。 

「駄菓子屋」にしたのは、こどもからお年寄りの

方まで、日常的に交流ができていた場所を思い起こ

してみると、それは駄菓子屋であったことに着目し

たからです。駄菓子を買いに来て、そこで遊んだり

話したりしてコミュニティを作っていく。懐かしさ

と面白さ、両方が混じり合う駄菓子屋は、この活動

に最適だと思っています。 


